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５つの要素

４つの視点

コミュニ
テイづく
り、見守り
環境の充
実・心の
ケアなど

機能分担、在宅
医療、居宅・施
設介護の充実、
地域密着型、医
療・介護連携、
人材の確保と
育成など

健康づくり、
啓発、早期
発見・早期対
応、悪化防
止、社会参
加など

見守り、相
談、配食、買
い物、交通、
生きがい・や
りがい活動、
就労、権利
擁護など

住まいの確
保、生活に配
慮された住
まい、住宅政
策との連携
など

互助 公助自助

地域包括ケアは日常生活圏（生活
応援センター）単位で展開される
　市は、高齢者、障がい者、子ども、
子育て中の親など、地域で暮らす全て
の人が住み慣れたところで自分らしく
暮らせるまちづくりを目指します。

65歳以上 高齢化率
0～1歳 15～64歳

国勢調査結果より

釡石市の人口と高齢化率の推移
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住民基本台帳（平成31年2月末現在）

全世帯における高齢者のみの世帯の割合
高齢者のみの
世帯の内訳

2.5世帯に1世帯が高齢者のみの世帯で、
そのうち約６割が高齢者の一人暮らしです。

高齢者（65歳以上）
のみの世帯
6,462
（39.1％）

その他の
世帯
10,047
（60.9％）

高齢者
夫婦等世帯
2,408
（37.3％）

高齢者
単身世帯
4,054
（62.7％）

（世帯）
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３
３

「100歳体操」を楽しむ人が増えています（上栗林百歳体操苦楽歩（くらぶ））

釡石版地域包括ケアシステム 釡石市の現状

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180（人）
釡石子ども・子育て支援に関するニーズ調査（平成30年12月）

友達づきあい（いじめなどを含む）に関すること

子どもを甘やかしすぎているような気がする

子どもとの接し方に自信が持てない

子どもの教育に関すること

仕事や自分のやりたいことが十分にできない

病気や発育、発達、障がいに関すること

食事や栄養に関すること

子どもとの時間を十分にとれない

特にない 127127

子どもを叱りすぎているような気がする

4545

5555

5656

7474

8282

103103

107107

116116

153153153

総回答数545人

その他

グループホームなどの住まいの確保

在宅で医療ケアなどが適切に受けられる

ホームヘルパーなど、
必要な在宅サービスが適切に利用できる

外出時のサポート

交通機関の充実（ノンステップバスなど１人
で出かけられる環境）

経済的な負担の軽減

相談できる場所を増やすこと、
相談支援体制を充実させること

地域住民の障がいに対する理解

余暇や楽しみの活動

緊急および日常において宿泊ができる支援
（短期入所）

緊急および日常において日帰りで預かって
もらえる支援（日中一時支援）

2727

6161

6868

8787

9090

120120

208208

137137

133133

113113

109109

8888

釡石市第５期障がい者福祉計画策定のための調査（平成29年10月）
0 30 60 90 120 150 180 210（人）

家族や親族の世話だけを受けて、
自宅で生活したい
16.7％

地域の人の助けも得て、
自宅で生活したい
3.1％

ホームヘルパーやデイサービス
などの介護サービスを受けながら、
自宅で生活したい
30.7％

介護、見守り・食事等のサービスがついている
高齢者専用の住居で生活したい
5.5％

家庭的な雰囲気の中で数人で暮らす
高齢者グループホームで生活したい
5.4％

特別養護老人ホームなどの
施設に入所したい
9.7％

その他
0.9％

わからない
16.6％

無回答
11.4％

その他
28.9％ 自宅

50.5％
自宅以外
20.6％

釡石市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（平成29年８月）
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「100歳体操」を楽しむ人が増えています（上栗林百歳体操苦楽歩（くらぶ））

アンケートから見る身近な課題

●子育てに関して悩んでいることや、気になることはありますか？（複数回答・上位10項目）

●障がいのある人が地域で生活するためにはどのような支援が必要ですか？（複数回答）

●今後、介護が必要になった場合、どのように暮らしたいと思いますか？

相談先

相談先

相談先

子どもとの接し方に
悩んでいる人が多い
のね

障がいのある人に優
しい地域は、みんな
が暮らしやすい地域
になるのかな？

介護が必要になって
も安心して自宅で生
活できるといいな

◯母子の健康
◯妊娠・出産・産後
市健康推進課　☎22-0179

◯障がい福祉サービスの利用
◯差別、いじめ、虐待
市地域福祉課　☎22-0177

◯介護・福祉サービス
◯介護予防
◯認知症
◯権利擁護
◯施設入所
市地域包括支援センター
☎22-2620

◯子育て
◯子どもの発達
◯教育・保育施設
市子ども課　☎22-5121

82019.4.15広報かまいし9 2019.4.15 広報かまいし



互助

自助

公助

共助

始まっています、地域の取り組み

自 助 自分の健康を心掛け、地域との交流も大切に

公 助 市全体の課題として
考え、解決に向けた
政策を検討します

共 助
「保険」の制度で連携
して取り組みます

　子どものころからの規則正しい生活で、大人になっ
てからも健康増進を心掛け、生きがいや楽しみを持っ
て暮らすことは自助による重要な取り組みの一つで
す。また、高齢者になっても意欲や希望をもって、地
域で元気に暮らし続けられるよう自ら介護予防に取り
組むことも重要です。
　介護予防を目的とした「いきいき100歳体操」の活
動の輪が広がっています。本年1月末現在、24団体が
活動中で、取り組んだ皆さんからは「立ち上がりが楽

　市は医療、福祉、子育てなど地域包括ケアシ
ステムの構築に関わる各機関の代表者による、
地域ケア推進会議を開催しています。地域での
解決が困難な課題を共有し、その解決に必要な
政策形成について検討しています。
　これまでの会議では、認知症高齢者への対
応、健康チャレンジポイント事業による健康づ
くりなどについて協議しており、支援の必要な
人に、迅速な支援ができる政策づくりを今後も
進めていきます。

　高齢化の高まりに伴い、医療サービスが
必要な要介護者や認知症高齢者も増加し、
医療と介護の連携の必要性は、これまで以
上に高くなっています。

　市は、切れ目のない医療と介護の提供体制の構築のた
め、釡石医師会との連携により「在宅医療連携拠点チー
ムかまいし」を設置し、医師、歯科医師、薬剤師、介護
支援専門員、リハビリテーション療法士などの専門職の
連携に取り組んでいます。チームかまいしが連携に関す
る課題解決に向けた支援を行い、医療や介護の職能団体
などが主体となった取り組みが進められています。

になった」「歩きやすくなった」などの嬉しい声が届
いています。また、100歳体操は3人以上の仲間で週1
回以上取り組んでいただいており、体操の後にお茶会
や別の体操を楽しむなど、体力づくりだけでなく参加
者同士の交流の場にもなっています。

100歳体操の取り組み
（浜健康クラブ・唐丹地区）▶ 

●健康づくり　●生きがいづくり　●介護予防

● 法制度に基づく支援
　（生活保護、児童扶養手当など）
●地域づくり支援
●地域ケア推進会議による施策提案
　など

●介護サービスの提供
●医療サービスの提供
　など

【100歳体操に関する問い合わせ】
市地域包括支援センター（☎22-2620）、各地区生活応援センター

▲地域ケア推進会議
◀医師と歯科医師の在
宅医療同行訪問研修

互助

自助

公助

共助

みんなでつくる地域包括ケアシステム
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石
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市

か
ら
委
託
を
受
け
、
住
民
に
よ
る
高

齢
者
同
士
の
介
護
予
防
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生
活
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援
の
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り
組
み
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援
し
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ま
す
。

　

ご
近
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け
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、
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ら
に
地
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、

担
い
手
の
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成
な
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を
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動
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体
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け
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取
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釡
石
市
社
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福
祉
協
議
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生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
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22-

２
３
１
０

生活支援コーディネーター

互 助 一人の困りごとを地域のみんなで解決

　市内では、住民の皆さんが自ら取り組むサロンや体操教室など、さまざまな集いの場が設けられています。日
ごろから地域の人と交流を図ることは、お互いに見守り、見守られる関係が築かれ、ひいては住みやすい地域づ
くりにつながります。

　地域の皆さんの協力で、市内各地でスクールガードによる登下校時などの見守り活動が
展開されています。この春誕生した２団体を紹介します。

●見守り・近所の助け合い　●ボランティア活動　●町内会・自治会の活動など

◆大畑団地自治会ひまわり会
　介護予防に取り組みながら活動18年目を迎えました。活
動を長続きさせるひけつはチームワークの良さで、活動の
担い手となっている住民も、参加者の一人として楽しみな
がら活動しています。中でも90代の会員は、元気に活動
する姿が他の会員のお手本となっています。会場へ
の移動が困難な参加者は、ボランティアが送迎
するなど、支え合いながら活動を続けてい
ます。

◆中妻地区見守り隊
　住民の皆さんが見守り隊を結成
し、ビブスをきて見守りや声掛け
をしながら地域を歩きます。子ど
もから高齢者まで安心して暮らせ
るように、見守りネットワーク構
築を目指して活動中です。

◆スクラム小佐野見守り隊
　小佐野地域会議を本部として
結成。児童の下校時の見守り
や、通学路巡回パトロールを実
施して、事件・事故の未然防止
に努めています。

▲会員の指導による民謡教室

◀ 多くの住民が協力しています（結成説明会）

▲  登下校時は、通学路で児童の見守りをします

私たちが地域をつなぎます
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